









  1 
 
京大上海センターニュースレター     第 300 号


















































                       京大上海センター協力会 
                         会長  森瀬 正博 
 
 このたびは、京大上海センターニュースレター第 300 号記念特別号の発刊誠におめでとうございます。 
 この間 6年余り、我々を取巻く環境が大きく変化した時期であった訳ですが、その中でも中国においては





















            京都大学上海センター協力会 
            副会長  大森 經德 
 
 2004 年 4 月１日の第１号京大上海センターニュースレターの発行から、今回の 2010 年 1 月 18 日号をも
って丁度 300 号を迎えられ、誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 











          中小企業家同友会上海倶楽部代表 

















                                                                  
************************************************************************************************ 
大学発の隠れたオピニオン・レターとしての発展を 
京大経済学研究科教授 大西 広 
 
 『上海センター・ニューズレター』の発行 300 号を記念して何か文章を、ということを依頼された。毎週






























上海センター長 劉 徳強 
 





































  時  間： 2010 年 1 月 19 日(火) 16：30－18：00  
  場  所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館 3階 第三教室 
 報 告 者： ヤルナゾフ（京都大学経済学研究科講師） 
テ ー マ： 「東欧諸国におけるグローバルな金融危機の影響」 
 
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2009 年度における開催(予定)日は以下の通りです。 
 前期： 4 月 21 日（火）、 5 月 19 日（火）、 6 月 16 日（火）、7月 21 日（火） 
















【日時】2010 年 1 月 22 日（金） 14:30～17:45 （終了後レセプション予定）  










開会挨拶：三好 博昭（同志社大学 技術･企業･国際競争力研究センター ディレクター） 
 






朱 昊（上海市総合交通規画研究所智能中心センター長）  
 
後半：16 時 15 分－17 時 45 分 
１）効率的な道路交通のための料金政策 
文 世一（京都大学大学院経済学研究科教授） 
２）安全 ITS 技術とその普及のための政策 
紀伊 雅敦（香川大学工学部安全システム建設工学科准教授) 




閉会挨拶：塩地 洋（京都大学大学院経済学研究科教授）  
 
【お問合せ】 同志社大学 技術・企業・国際競争力研究センター（ITEC） 






                       2010.1.18 
            京都大学上海センター協力会 
            副会長  大森 經德 
はじめに 
 2004 年 4 月１日の第１号京大上海センターニュースレターの発行から、今回の 2010 年 1 月 18 日号をも
って丁度 300 号を迎えられ、誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 







 この 300 号記念号の発行に際し、その財政面を中心に京大上海センターの活動を多面的に支援させて頂い
てきました私達の京大上海センター協力会の歩みについて、記録の意味も含め書く様に、との編集者の劉徳
強上海センター長よりのご依頼により筆をとりました。 
 この京大上海センター協力会の歩みにつきましては、実は約 3 年半前に、当時の経済学部同窓会事務局よ
りの依頼で 2006 年 9 月発行の京大経済学部同窓会報第 9 号に設立準備段階から、その時までの 2 年半の動
きをまとめたものがありますが、これは幸いに今迄ニュースレター上未公表ですので、この部分をそのまゝ
第 1 部として設立前後のいきさつから、一応軌道に乗るまでとして報告させて頂き、それ以後を第 2 部とし
て、今日までの報告をさせて頂きます。 









第1部 設立準備から、立ち上げ、一応軌道に乗るまでの歩み（2006.7.3、第 3 回総会時迄） 
 
 今回は 2004 年 7 月 2 日に正式に発足しました京都大学経済学研究科上海センター協力会（略称：京都大
学上海センター協力会）の近況についてご報告させて頂きます。 
 この協力会は 2002 年に設立された上海センターの財政基盤を強化するため個人会員（年会費 1 万円以上）
及び法人会員（同 10 万円以上）で組織する会で 2003 年 10 月 25 日の経済学部同窓会理事会及び総会で報
告、了承されスタートしました。その折同窓会としては個人加入が原則なので、同窓会から依頼する場合は
法人へではなく、個人への依頼となるが、基本的には上海センター及び同協力会の運営に協力し、バックア
ップして行こう、との決議がなされました。それを受けて 2004 年 2 月に組織化され、同時に会員への呼び







に就任して頂きました。この役員体制は 2006 年 7 月 3 日の総会の結果理事に森棟経済学研究科長（西村前
研究科長と 4 月 1 日に交代）、三戸公認会計士（範弁護士の来日により交代、在上海）、（株）ワイ・デー・
ケー坂本会長（理事増員。本社東京、中国昆山市に子会社進出）、参与に袁復旦大経済学院長、樊復旦大日本
研究センター長の交代があり現在に至っております。 
















や個人 4、法人 6 の比率となっております。 
 この様に財政基盤が強化された結果、ここ 1、2 年の上海センターのダイナミックな活動事例を若干紹介
させて頂きます。 
 先ず第一は、中国その他より講師を招き年 2、3 回の大型国際シンポジウムを開催しているほか毎月の如
く大・中・小の様々なセミナーが開催されています。このほか、2005 年 5 月には在瀋陽日本国総領事館と上
海センターが共催で「日中経済交流セミナー"日本からの提言"」会を同総領事館で主に中国東北三省の政府
役人及び中国の大学教授方を対象に行いましたが、その講師 4 名（大西、塩地教授、稲田弁護士、大森協力
会副会長）を派遣。なおこの時に行った我々の諸提言のかなり多くの項目が、1 年後の 2006 年 3 月の全人
代で決定された中国の第 11 次 5 ヵ年規画（長期計画）に盛り込まれています。同時に開催された「2005 年
日中経済協力会議於瀋陽」にも参加。2006 年 5 月には長春の吉林大学と共催で開催した国際セミナ 「ー東北
旧工業基地の振興と発展」に講師 3 名（山本上海センター長、韓光燦博士課程学生、中島弁護士：協力会会
員）を派遣。同時に開催された「2006 年日中経済協力会議於吉林」にも参加（日本側団長は千速新日鉄会長、







































 問題は、リーマンショック後の第６年目、即ち今年度の目標達成状況です。この 100 年に一度の金融危機
により、主に自動車関係法人会員様の内大口先を含め数社の退会お申し出があり、夏頃迄は可なり苦戦しま
した。しかし、秋口以降、協力会理事方のご努力と 11 月の自動車シンポジウム出席法人企業様及び同個人方














































  協力会第 3 期役員体制（2008.6.30 より任期 2 年） 
   2008.6.30      会長理事  森瀬 正博   （(株)京都銀行専務） 新任 
（理事増員）〃    一般理事  谷口 信之   （シャープ(株)取締役人事本部長）新任 
      〃    一般理事  宮川 博司   （オムロン（株）執行役員取締役室長） 
                        （立石理事と交代） 
      〃    特別顧問  立石 忠雄   （オムロン（株）特別顧問） 
                        （初代協力会会長） 
     2008.6.30       顧    問  松本 紘   （京都大学総長内定者） 
                         （尾池和夫総長と交代） 
    2009.6.29     参    与  胡 定平   （復旦大学日本研究センター長） 
                         （樊 勇明同上センター長と交代） 
         〃    一般理事  八木 紀一郎 （京都大学経済学研究科長） 
                        （4/1 森棟前研究科長と交代） 
  
 協力会第３期役員体制（2009.6.29） 
・顧    問  松本紘（京都大学総長） 
 ・特別顧問  立石忠雄（オムロン(株)特別顧問） 
            （初代協力会会長） 
 ・参    与  袁 志剛（復旦大学経済学院長） 
        胡 定平（復旦大学日本研究センター長） 
 ・会長理事  森瀬正博（（株）京都銀行専務取締役） 
・副会長理事 大森經德（京大経済学部同窓会理事、（社）大阪能率協会副会長） 
・一般理事  鹿野好弘（京セラ（株）執行役員常務関連会社統轄本部長） 
      小島正憲（美朋有限公司薫事長、中小企業家同友会上海倶楽部代表） 
      坂本典之（（株）ワイ・デー・ケー代表取締役会長） 
      谷口信之（シャープ(株)取締役人事本部長） 
      三戸俊英（京仙会（上海地区京大同窓会）、公認会計士、上海在住） 
      宮川博司（オムロン（株）執行役員取締役室長） 
      森井保光（京都市産業観光局長） 
      八木紀一郎（京都大学経済学研究科長） 
      山下晃正（京都府商工労働観光部長） 
      山下徹朗（京都商工会議所理事・事務局長） 
・監    事  正木 隆（市原亀之助商店監査役） 







2009.4.1    センター長：  山本教授 → 劉 徳強教授 
       副センター長： 大西教授、宮崎准教授 → 塩地教授、徳賀教授 




 2007.7.2 （第４回総会時）「内陸部に拡がる中国の経済発展」 
      講師：西安交通大学中国西部発展研究中心秘書長 朱正威教授ほか 
 2008.6.30 （第５回総会時）「アジア共同体を京都から構想する」 
      講師：中国・国務院発展改革委員会対外経済貿易研究所長 張燕生教授ほか 
 2009.6.29 （第６回総会時）「中国の環境問題と循環型経済への転換」 
      講師：中国人民大学経済学院 楊 志教授ほか 
    本国際シンポジウムへの出席者は 150 名前後で盛況。毎回協力会が後援。 
(2)2007 年 11 月以降の恒例の中国自動車シンポジウムについて（塩地洋教授主宰） 
 2007.11. 3「中国におけるユーザーの購買行動―クルマの選び方・乗り方・売られ方―」 
 2008.11.1「持続的成長は可能か―サステイナビリテイと製品開発力、輸出競争力―」 
 2009.11.7「中国農村におけるモータリゼイション―多元的発展プロセスの下での参入戦略―」 
    最近の本シンポジウム出席者は 250 名を越えており上海センターの年間を通じての最大 
の行事となっており、極めて盛況。毎回協力会が後援。 
     又、本シンポジウムの休憩時の上海センター協力会への入会ご案内は効果大。毎年 2～3 の法





















 a. 2009.7.28 講演会「世界的金融危機下における中国経済の回復」 
               講師： 楊 偉民氏（国務院国家発展改革委員会副秘書長） 
              楊氏は中国の第 10 次、第 11 次 5 ヵ年計画をとりまとめた責任者の１人） 
b. 2009.11.15 公開シンポジウム（立命館孔子学院と共催） 
「今後のアジア情勢を読む―日本の政権交代と日中協力の行方―」  
                講師： 鄭 祥林氏（中国駐大阪総領事） 
             野中広務氏（元内閣官房長官） 
             小原雅博氏（外務省アジア大洋州局審議官） 
c.「中国経済研究会」の新規開催 
              原則授業期間中毎月第 3 火曜日、年 8 回開催 












れ、2006 年 7 月の上海センター国際シンポジウム「東北振興と日本海両岸交流」に講師として、ご帰国・講
演頂いた折に、リビアは一寸遠いが親日的で且つ来年は日本・リビア国交開 




















ー第 219 号に報告されています。 
①西安交通大学との協定内容 
 2008 年 5 月 21 日、京大経済学研究科は西安交通大学公共政策与管理学院と、京大上海センターは、西安
交通大学・中国西部発展研究中心と学術交流協定を締結しました。同時に以下の通り、記念講演をしました。
山本センター長「日中農業政策比較」大西副センター長「中国の省別成長格差」大森協力会副会長「中国の

















の関係で、同年 11 月に、山本センター長、宮崎准教授が重慶、西安へと出張される際にお願いし、計 5 名






































ので、このニュースレター第 258 号とその他の若干の資料を加え大阪の米国総領事館へ持ち込み、オバ 
マ大統領とペロシ米下院議長宛に届けて頂く様に頼んできました。このニュースレター第 258 号と「中 















         以上 
************************************************************************************************ 
読後雑感 ： ０９年１２月発行本 
              ０５．JAN．１０ 





  上海センター外部研究員(協力会理事) 小島正憲 
 
１． 「アフリカを食い荒らす中国」  ２． 「上海 ： 多国籍都市の百年」    
３． 「米中軍事同盟が始まる」    ４． 「アメリカでさえ恐れる中国の脅威」  ５． 「中国 巨大国家の底流」  
 
１． 「アフリカを食い荒らす中国」  セルジュ・ミッシェル、ミッシェル・ブーレ共著  河出書房新社刊 































































































                                                             

























































３． 「米中軍事同盟が始まる」  日高義樹著  PHP 研究所刊  ２０１０年１月５日発行 


















































４． 「アメリカでさえ恐れる中国の脅威」  古森義久著  WAC 刊  ２００９年１２月２５日発行 



































































































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
  1 月   21.2 7.1  194 26.5 27.6 ▲13.4 109.8 18.9 16.7 
 2 月  (15.4) 19.1 8.7 (24.3) 82 6.3 35.6 ▲38.0 38.3 17.4 15.7 
 3 月 10.6 17.8 21.5 8.3 27.3 131 30.3 24.9 ▲28.1 39.6 16.2 14.8 
 4 月  15.7 22.0 8.5 25.4 164 21.8 26.8 ▲16.7 52.7 16.9 14.7 
 5 月  16.0 21.6 7.7 25.4 198 28.2 40.7 ▲11.0 38.0 18.0 14.9 
 6 月 10.4 16.0 23.0 7.1 29.5 207 17.2 31.4 ▲27.2 14.6 17.3 14.1 
 7 月  14.7 23.3 6.3 29.2 252 26.7 33.7 ▲22.2 38.5 16.3 14.6 
 8 月  12.8 23.2 4.9 28.1 289 21.0 23.0 ▲39.5 39.7 15.9 14.3 
 9 月 9.9 11.4 23.2 4.6 29.0 294 21.4 21.2 ▲40.3 26.0 15.2 14.5 
10 月  8.2 22.0 4.0 24.4 353 19.0 15.4 ▲26.1 ▲0.8 15.0 14.6 
11 月  5.4 20.8 2.4 23.8 402 ▲2.2 ▲18.0 ▲38.3 ▲36.5 14.7 13.2 
12 月 9.0 5.7 19.0 1.2 22.3 390 ▲2.8 ▲21.3 ▲25.8 ▲5.7 17.8 15.9 
2009 年             
1 月    1.0  391 ▲17.5 ▲43.1 ▲48.7 ▲32.7 18.7 18.6 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2 ▲3.8 ▲6.8 28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106 ▲23.0 ▲14.9 ▲21.4 ▲35.7 28.4 38.6 
8 月  12.3 15.4 ▲1.2 (33.0) 157 ▲23.4 ▲17.0 ▲2.05 7.0 28.5 31.6 
9 月 8.9 13.9 15.5 ▲0.8 (33.4) 129 ▲15.2 ▲3.5 10.6 18.9 29.3 31.7 
10 月  16.1 16.2 ▲0.5 (33.1) 240 ▲13.8 ▲6.4 ▲6.2 5.7 29.5 31.7 
11 月  19.2 15.8 0.6 (32.1) 191 ▲1.2 26.7 10.0 32.0 29.6 34.8 
12 月      184 17.7 55.9     
 






されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
